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研究成果の社会実装と
データビジネスの展開

－ 事例に学ぶ実践的アプローチ

酒井 幸輝
LocationMind株式会社
Head of Market Development

2025年3月26日

スマートIoT推進フォーラム第10回総会
& 最新動向セミナー



LocationMind会社紹介

Company Profile

会社名

設立

従業員

取引銀行

監査法人

法律事務所

LocationMind株式会社

2019年2月

70名
修士・博士インターン30名

三井住友銀行、みずほ銀行

E&Y新日本

西村あさひ法律事務所

東京大学
最大規模の研究室が
丸ごとベンチャーに
（柴崎亮介研究室）

創業5年
累積調達額49.1億円

位置情報AI／衛星
セキュリティ事業を展開

空間情報科学領域の
トップランナー集団

主要顧客
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講師紹介

酒井 幸輝

LocationMind株式会社
Head of Market Development

2011年3月に人流分析シンクタンク「おでかけ研究所」
を設立し、その後、リクルートグループのブログウォッ
チャー社で、デジタル観光統計やおでかけウォッチャー
を開発

2024年10月よりLocationMind株式会社に参画。

早稲田大学ビジネススクール修了
（経営管理修士・MBA、根来龍之研究室）

● NICT高度通信・放送研究開発委託研究 関与実績

課題214（2019年度～2020年度）採択番号21410 研究分担者・実施責任者、ビジネスプロデューサー

課題220（2020年度～2022年度）採択番号22005 研究分担者・実施責任者、ビジネスプロデューサー

課題236（2025年度～2026年度）採択番号23606 ビジネスプロデューサー
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複数のベンチャー企業で多様なデータ知見と組織役割を学び、
大学等研究機関と連携して、人流ビッグデータの社会実装に取り組んでいます

✓広告データ ✓サイト閲覧データ
✓クチコミデータ

✓ゲームログデータ
✓位置情報データ

✓位置情報データ＜取扱データ＞

＜組織役割＞

広告システム会社
（１社目）

旅行サイト会社
（２社目）

スマホゲーム会社
（３社目）

位置情報会社
（４社目）

本日メインで
お話しする事例

2024年10月～
LocationMind参画

＜企業種別＞
 （ｎ社目）

位置情報分析会社
（5社目）

✓位置情報データ

本日の講演にあたり、前職の㈱ブログウォッチャーより事例紹介の許諾を頂きました
ご協力に感謝いたします！

講師略歴
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位置情報データとは？（人々の動きの可視化例）

出所：政府統計（東京都市圏パーソントリップ調査）をもとにLocationMindがシミュレーション・可視化
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出所：NICT講演資料「ICT研究開発支援セミナーin九州」（令4年2月4日）
https://www.kiai.gr.jp/jigyou/R3/PDF/0204p4-5.pdf

採択番号21410 委託研究概要
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出所：NICT「令和３年度における国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績の概要」（令和4年5月9日）
https://www.soumu.go.jp/main_content/000813541.pdf

採択番号22005 委託研究概要



国土交通省ホームページにて、後日アーカイブ配信予定

国土交通省「人流データ活用普及イベント」（2/26開催）
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国土交通省「人流データ活用普及イベント」（2/26開催）

※実施主体はNTTドコモ、unerryなどが実施するケースもあり

※



本日の講演概要
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議論の出発点と主張

技術的に優れた製品を作ったとしても
必ずしも売れるとは限らない

社会実装を実現するには

✓ 真の課題（ジョブ）の発見と解決
✓ 持続可能な価値創出の仕組み

を意識して、研究開発を進めなければならない
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真の課題（ジョブ）の発見

12



1
3

当初アプローチの振り返り（2011年～2020年）

位置情報を活用して「観光客」の動きを把握する調査･分析レポート

多角的かつきめ細かな分析が可能で、現状把握やターゲットを絞った誘客施策や周遊促進をサポート

潜在資源発掘 受入環境整備 商品開発 情報発信・誘客 広域連携

位置情報ビッグデータ観光動態調査

納品物

旅程分析
日帰り・宿泊

発地分析
どこから？

周遊分析
どの観光地に？

宿泊地分析
どこに宿泊？

立寄り・滞在分析
どこにどれくらい？

調査内容

ｚｚｚ

観光動態
調査レポート

・下記はご提供物の一部です
・数値・構成比等はサンプルイメージです

発地者数（都道府県別）

旅程分析（日帰り/宿泊）

発地者数 地域構成比

日帰り

46.8%
1泊

35.4%

2泊以上

17.9%
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当初アプローチの振り返り（2011年～2020年）

調査項目 分析内容

✓ 居住地域別・都道府県別・市区町村別に来訪者数
を算出し、どこからどれくらい来訪したかを分析

①発地分析

⑦立寄り分析

⑤時間帯別流入出
分析

②性年代分析

③旅程分析

✓ 市区町村ごとの立寄り者数を算出し、来訪者がど
こに経由・滞在したかを分析

✓ 市区町村ごとの宿泊人泊数を算出し、どこに宿泊
したかを分析

✓ 性年代別構成比を算出し、どんな人がどのくらい
来訪したかを分析

✓ 来訪者の時間帯別流入出者数を算出して、いつど
のくらいの人が滞在したかを分析

④宿泊地分析

✓ 来訪旅程と旅程内の域内／域外泊率を算出し、ど
のような旅程で来訪したかを分析

⑧周遊分析
✓ 人気周遊ルートランキングを算出し、どのように

観光エリア間を周遊したかを分析

⑥滞在時間分析
✓ 来訪者の平均滞在時間／総滞在時間を算出し、ど

れくらい長く滞在したかを分析
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当初アプローチの振り返り（2011年～2020年）

10年で300以上の自治体調査事業を実施
しかし、定期的に調査してPDCAが回せた

事例がほとんどない

真の課題（ジョブ）解決に繋がっているだろうか？
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当初アプローチの振り返り（2011年～2020年）

PDCAサイクルを阻害する要因

✓ 時間がかかる（調査期間） 単年度事業・都度入札、通常業務で手一杯

✓ 人手がかかる（業務負荷） 多様な地域課題に応じた個別設計、分析が必要

✓ お金がかかる（予算調達） 自治体予算の中で調査に充てられる予算は小さい

「人」も「時間」も「お金」もない

誰でも安く簡単に、位置情報調査が実施できるようになれば広がるのか？？
出来ない理由に対して、処方してもできるようにはならない
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真の課題（ジョブ）の発見と再定義
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出所：広島県観光連盟講演資料

✓コロナ禍で３密回避が必要

✓消費者志向の多様化で、人気が
出る場所が予測困難

✓100か所を育てるにはその10倍
超の試行錯誤が必要

観光スポット2,000箇所
常時モニタリングを着想

先進地域が掲げた観光戦略の実現に、位置情報データ活用のヒントを発見
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旅行者 地域

どこかに行きたい
→ 旅行計画

自地域に来てほしい
→ 施策立案

旅行体験
食事・土産、宿泊、交通手段etc.

地域の魅力作り・発信
受入環境整備、広告、行催事

飲食店
土産店

宿泊施設 交通事業
者

不動産・
建設会社

人材会社 広告会社 イベント
会社

市町村・ＤＭＯ
メディア

報道
国

大学

都道府県

＜共通＞
どこが人気なのか

早く知りたい

自分が行きたい場所を
選びやすくなる

施策の成功率UP
正確な需要予測で収益改善

観光業界はすそ野が広く、
個別ニーズに応えてしまうと

その場限りの対応になる

真の課題（ジョブ）の発見と再定義



真の課題（ジョブ）の発見と再定義
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解決すべき顧客課題
  1. どの観光スポットがなぜ人気なのかを早く知りたい。
   （観光スポット2,000箇所常時モニタリング）
  2. お金もないし、時間も手間もかけたくない



持続可能な価値創出の仕組み
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価値創出工程（バリューチェーン）の再検討
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データ 加工 可視化 販売 活用

観
光
地
点
マ
ス
タ

開発パートナー
と協業

販売パートナー
と協業

47
都道府県

大量一括処理

1,718
市町村

・予め観光スポット
の設定が必要
追加変更は不可（時
間がかかる）

・機能を最小限に
絞り、カスタマイ
ズ一切不可（旅程
、宿泊、滞在時間
、来訪頻度は×）

・メイン顧客を47に
絞り、営業/マーケテ
ィングコスト抑制
・都道府県の金額負
担で市町はタダで使
える仕組み構築

パートナー企業の資源活用

位
置
情
報
デ
ー
タ

注：開発当時の制約で、今は実装されているものもあります

大量一括処理
「標準化」で
コスト削減



標準化の工夫：分析機能を４つに限定
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来訪地分析 発地分析

属性分析 周遊分析

どこに来ているのか
日別来訪者数を行政区・スポット別に表示

どこから来ているのか
行政区・スポット別に発地市区町村を表示

どんな人が来ているのか
行政区・スポット別に性年代構成比を表示

どことどこを周遊しているのか
スポット間の周遊者数を表示
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標準化の工夫：観光客定義の統一

市内数百箇所の観光施設敷地形状内
いずれか来訪者を集計

市内全域を対象に高頻度来訪者を除外

都道府県が主に採用してきた観光客定義 市町村が採用してきた観光客定義

違っていた！
（制約条件）

✓ 数千ヶ所ある観光地点設定に
は膨大な作業が必要で、お金
と手間がかかりすぎる

✓ そもそも県では、観光地点を
網羅的に把握していない

✓ 周遊スタンプラリーの検討や
イベント効果検証には観光ス
ポット単位の調査必須

✓ 県の調査は市町村単位が多い
のでうまく使えない
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標準化の工夫：観光客定義の統一

県が費用負担する代わりに、市町村が観光地点情報の整理と登録を行うことで、
県と市町村が一体となり、観光客定義の共通化を実現

バラバラに提供すると、
支払能力のない市町村は利用できない

県の事業として市町村にライセンス提供
市町村は観光地点情報の整理と登録を担う

対価支払

対価支払

ライセンス提供

ライセンス提供

・

対価支払

0円（無償）

ライセンス提供

情報・
労力提供

ライセンス
提供

事
業
者

事
業
者

県 県

市
町
村

市
町
村
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県市町一括導入による好循環

県市町一斉導入で利用者増

合同勉強会・ワークショップ
で使い方開発

市町村の有効活用が進む

都道府県が事業継続する

使い方の学習と共有

活用事例をもとに営業強化

成功事例の学習と共有

製品を使う人の数が増えることで
、ユーザーの便益が増える
（ネットワークの経済）
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開発した商品コンセプト
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開発した観光データ分析サービス概要

位置情報データ

観光スポット情報

数千ヶ所

×

保有・登録データ モニタリング結果表示データ加工

低負荷で、深堀分析が可能な
データ形式に加工

月曜～日曜までのデータを翌
木曜に提供

BI表示に適した形へ加工

準リアルタイム解析
データマート

特徴１ 圧倒的な取得サンプル数で、実際の来訪者数増減が数百人程度でも分析できる

特徴２ 誰でも直感的に使えるよう地域観光分析に特化したユーザインターフェイスを採用

特徴３ 専用データ加工処理により、トレンド比較と深堀分析をストレスなく実行

※本サービスの活用データは個人情報を含みません。また個人を特定できないように加工した上で利用しています
※本サービスは国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の委託研究開発成果の一部を活用しています
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得られた成果：活用事例

東京観光財団広島県観光連盟（HIT）

データを活用したマーケティング推進を試みるも、
難易度・工数の課題から市町毎にバラツキが発生。
県としては、自発的な取り組みを促すための
環境構築が必要だったが、工数に限界があった。

事例背景

観光地をスポットとして登録・管理できる機能や、
県と市町が同じ仕組みで分析・データ抽出できる
わかりやすいダッシュボードを提供。

県としての観光データ基盤完成
市町と県が同じ目線に立った自発的なマーケティングの仕組み構築の礎に

パンデミック以降の旅行者の意識変容への対応、
サステナブルツーリズムの在り方模索のため、
国内旅行客の現況把握が必要であったが、
区部や島しょ部など多様な都内各地域の実態を
分析するためのデータ基盤や人材が不足していた。

事例背景

域内の観光地100箇所をスポットとして登録。
来訪者数や属性、発地を分析できる
ダッシュボードを作成し提供

人流データを活用しやすいレポートの形で各地域に提供
各地域がデータに基づいたマーケティングを実施できる体制へ

分析結果例

• コロナ以降のマイクロツーリズム傾向を定量的に実証。地方誘客が出来ていない地域、

来訪は多いがローカルエリアからの集客に留まる施設などが可視化された。

• スポーツイベントやコンサートなどで、地方誘客が大幅に増加する施設が明確になった。

得られた示唆・今後の活用

• 地域のハブとなるスポットや、大型集客イベントを中心とした回遊の重要性を改めて確認。

• 登録スポット数・アカウントを追加。東京観光財団の全部署におでかけウォッチャーの

担当を置き、全組織が共通のデータに基づく施策立案をできる体制へ。

自治体や観光協会への活用提案も進めていく。
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宇治市には著名な観光スポットである
『平等院鳳凰堂』が存在するが、
その来訪者の地域滞在時間が短く、
地域消費につながらないという問題があった。

事例背景

居住地や移動手段別の観光客の行動特性、
周遊傾向を分析。
来訪目的アンケートなどと組み合わせることで、
平等院鳳凰堂「以外」のポテンシャルを探った。

亀岡市には京都サンガF.C.(J1) のホームである
『京都サンガスタジアム』があり、
コンスタントに1万人規模の集客ができるものの、
そこからの周遊に繋げることができていなかった。

事例背景

スタジアム来訪者の観光ポテンシャルを探るため、
スタジアム利用者の属性や周遊傾向を分析。

得られた示唆

• 調査前想定よりも平等院鳳凰堂からの周遊は多く、商店街での消費にも結びついて

いた。

• 近隣の京都大阪兵庫からの来訪は少ないが、その少ない来訪者はお茶を目的として

いた。

• 人口比に対する来訪比から、若年女性の白地が大きいことがわかった。

活用

• 白地である「近隣県在住×20～45歳女性」へお茶や源氏物語をフックにした広告を

実施。

→好反応が得られた近隣県在住35～44歳女性を重点ターゲットとしてPR展開へ。

得られた示唆

• 試合別に来訪者の行動を分析したところ、大阪・兵庫在住者は試合終了後に市内

を

周遊するが首都圏在住者は試合終了後に京都市内に直行するなど、

来訪元によって差異が生じていた。

• 周遊をしない理由の特定のため現地アンケートを実施したところ、

アウェイファンは亀岡市について「食コンテンツが無い」「どこに何があるかわ

からない」と

考えていることがわかった。 

活用

• 地域性の高いグルメを訴求するため、地域の飲食店とワークショップを実施。

• 情報発信の強化のため、メルマガ会員を増加させるキャンペーン施策を実施。

京都府亀岡市京都府宇治市

目玉スポットからの周遊実態や消費傾向が明らかに
集客プロモーションの「白地」が見えた

来訪元によって異なる滞在傾向から
周遊増の白地を発見

得られた成果：活用事例



30

福岡市下呂温泉観光協会

下呂温泉観光協会では、下呂温泉と
その周辺の複数基礎自治体についての
観光DX振興を目指していた。

事例背景

各市町村にツールを使った分析方法をインプッ
トした上で、観光協会主導で毎月データから得
られる知見の共有会を実施。

観光協会主導で基礎自治体での活用を促進
マーケティング示唆の獲得のみならずDX人材の育成に寄与

市美術館や街区に設置したアート作品を
中心とした周遊型アートイベントを市主催で実施。
その施策効果の検証が必要だった。

事例背景

イベント実施期間と比較対象期間について、
来訪数や来訪元だけでなく、

対象施設間の周遊状況などを多角的に分析。

アートイベントの来訪・周遊促進効果を実証
施策の経済波及効果が明らかに

起こった変化

• 下呂温泉周辺の基礎自治体は体験型の商品を扱っており、

その集客について感覚値で検討していたところ、おでかけウ

ォッチャーを用いて共通の人流データを用い議論できるよう

になった。

• 毎月各基礎自治体での調査結果を共有・議論するサイクルが

できたことで、担当者も楽しみながら創意工夫する機会が生

まれ、人材育成に繋がっている。

活用

• 各基礎自治体が分析したおでかけウォッチャーデータを基に

他のデータも含めて活用し、観光協会として戦略を立案。

• 取り組みを岐阜県全体に広げていくことが決定。

分析結果

• イベント期間は対象地域への来訪者が15%増加。

対象施設では特に来訪者数が増加しており、イベントの効果

が見受けられる。

• 対象施設同士での周遊が増加周遊している。

• 福岡県内発地、他九州エリア双方からの誘客ができていた。

得られた示唆

• アートイベントには市の来訪者数を増加させる効果がある。

•  周遊促進にも一定の効果があり、経済波及効果の広がりが見

受けられる。

得られた成果：活用事例
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熊本県御船町東京都八王子市

観光webサイトのリニューアルを主軸とした
5カ年の広報戦略を策定するにあたり、
課題分析のためのデータが必要だった。
しかし、自然資源（高尾山）における来訪者数を
取得することの難易度が高かった。

事例背景

プロモーションのターゲット選定に必要な
性別や年齢などの属性別人流データ、
モデルコース策定のための周遊分析などを提供。

観光客数やその行動特性を自然資産まで分析
定量的な課題に基づいた戦略策定が可能に

会員制大型商業施設の誘致に成功した。
実際にどのような地域影響が生まれたか定量的に
把握することで、観光消費を増大させたい。

事例背景

誘致した大型商業施設と、
町内主要観光施設である恐竜博物館との
周遊実態を分析。

回遊施策に課題を発見
さらに、商業施設来訪者の周遊特徴が明らかに

分析結果の一部

• 高尾エリアは競合の山エリアと比較し60代女性が多く、

全体の20%を占める。高尾山大見晴台の来訪者数に対し、

周辺の高尾エリアスポットの来訪者数は1~12％程度に留まる。

• 高尾エリアと比較し、それ以外の市部は繁閑差が少ない。

得られた示唆の一部

• 高尾山大見晴台・髙尾山薬王院・各駅を含めた周遊ラリーなどで

他のスポットへの周遊を促せる可能性がある。

• 高尾エリアの閑散期に他のエリアを押し出すことが可能である。

分析結果

• 商業施設来訪者1日1万人に対して町内主要観光施設への周遊者は

数百人に留まり、大きな伸びしろがある。

• 施設訪問「前」の周遊は、人数ベースで訪問「後」の周遊の2倍と

なっている。

得られた示唆

• 商業施設で生鮮冷凍食品を購入する来訪者が多く、商業施設来訪「

後」の回遊施策よりも「前」の施策の方が有効な可能性がある。

当日の行動変容を促すプロモーションではなく、前日までに周遊プ

ランを立てていただくための働きかけが必要である。

得られた成果：活用事例
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得られた成果：導入実績

県連携 県単独 市町村 お試し

北海道・岩手・福島・茨城・栃木・群
馬・埼玉・千葉・東京・神奈川・新
潟・石川・山梨・長野・岐阜・静岡・
愛知・三重・京都・兵庫・奈良・和歌
山・鳥取・島根・岡山・広島・愛媛・
高知・福岡・佐賀・長崎・熊本・大
分・宮崎・鹿児島・沖縄

（2024年8月時点）

導入実績※

36/47

※…2022年2月～2024年8月時点までの累計
導入実績には、県下の市区町村が導入している場合も対象



開発した仕組みの進化
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活動システムの振り返り（2022年3月）

高い速報性
（週１更新）

正確かつ
網羅的

最大2000箇所

継続しやすい
安い価格設定

最低限
共通分析機能

一括処理

県市町
一括導入を促す

価格設定

販売パートナー
の強力な営業力

豊富な
導入件数と
活用事例

社員の
目視手作業による

初期登録作業

見やすい
ダッシュボード

国内最大規模
自社データ

建物/敷地形状
に則った精緻な

エリア指定

県市町
一括導入

経験豊富な
開発パートナー

資源 差別化
追求する

事業イメージ
活動 強い相互関係

記号の凡例

みんなが
使っている

というイメージ
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2023年6月 全国観光地点マスタ開発完了

全国 106,801件

最多登録数 北海道 4,059件

最小登録数 徳島県 1,333件

派遣スタッフの方向けマニュアル

全国観光スポット情報の整備
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観光地点登録編集ツールの開発

2024年3月 ツール開発完了・運用開始
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活動システムの進化１

高い速報性
（週１更新）

正確かつ
網羅的

最大2000箇所

継続しやすい
安い価格設定

最低限
共通分析機能

一括処理

県市町
一括導入を促す

価格設定

販売パートナー
の強力な営業力

豊富な
導入件数と
活用事例

見やすい
ダッシュボード

国内最大規模
自社データ

建物/敷地形状
に則った精緻な

エリア指定

県市町
一括導入

経験豊富な
開発パートナー

資源 差別化
追求する

事業イメージ
活動 強い相互関係

記号の凡例

みんなが
使っている

というイメージ

ミスなく簡単
地点登録

スポットーる

独自作成
観光地点マスタ
全国10万箇所
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有識者委員会レビューガイドライン作成

URL： https://www.nihon-kankou.or.jp/home/jigyou/research/d-toukei/

産官学の検討委員会により、データ検証し、作成・活用ガイドラインを策定
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URL： https://www.nihon-kankou.or.jp/home/jigyou/research/d-toukei/

人流データ計測の性質を踏まえ、調査対象地点と観光来訪者の定義を標準化

有識者委員会レビューガイドライン作成
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URL： https://www.nihon-kankou.or.jp/home/jigyou/research/d-toukei/

全国の観光モニタリング指標として、日本観光振興協会がオープンデータ提供開始

デジタル観光統計オープンデータの提供開始
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都道府県（・市町村）の観光統計担当者が調査対象地点を確認

都道府県担当者による地点登録協力

共通基準による観光入込客数調査 集計済20/47都道府県（2022年10-12月期）
を大幅に上回る参加都道府県数

約7割の都道府県が協力
※2024年3月時点のデジタル観光統計（国内版）導入又はデジタル観光統計オープンデータ地点設定協力都道府県数
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URL： https://www.nihon-kankou.or.jp/home/jigyou/research/d-toukei/

全国の観光モニタリング指標として、日本観光振興協会がオープンデータ提供開始

デジタル観光統計オープンデータの提供開始

URL： https://www.nihon-kankou.or.jp/home/jigyou/research/d-toukei/

日本観光振興協会ホームページ オープンデータ化されたcsvファイル

連携ダッシュボード「おでかけウォッチャー」
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URL： https://www.nihon-kankou.or.jp/home/jigyou/research/d-toukei/

「デジタル観光統計オープンデータ」が、従来の調査手法に代替可と認定

観光庁「観光統計調査要領」の改訂（2024年3月）
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活動システムの進化２

高い速報性
（週１更新）

正確かつ
網羅的

最大2000箇所

継続しやすい
安い価格設定

最低限
共通分析機能

一括処理

県市町
一括導入を促す

価格設定

販売パートナー
の強力な営業力

豊富な
導入件数と
活用事例

見やすい
ダッシュボード

国内最大規模
自社データ

建物/敷地形状
に則った精緻な

エリア指定

県市町
一括導入

経験豊富な
開発パートナー

資源 差別化
追求する

事業イメージ
活動 強い相互関係

記号の凡例

みんなが
使っている

というイメージ

ミスなく簡単
地点登録

スポットーる

独自作成
観光地点マスタ
全国10万箇所

有識者委員会
レビュー

ガイドライン

観光庁
調査要領掲載

日観振サイト
オープンデータ

公表

年１回
都道府県担当者
による地点登録



実践的アプローチのまとめ
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真の課題（ジョブ）の発見・定義

● 提供価値の持続性：継続的に利用されているかを内省し、再評価する

● 大きな変化への感度：社会状況や技術革新、消費者行動変化から洞察

● 簡潔性の追求：顧客が求めるのは、シンプルで分かりやすい解決策

持続可能な価値創出の仕組み

● 強みの活用と協力：自社の強みを生かし、外部パートナーと協力する

● ムダの削減と効率化：機能を最小限に絞り込み、既存のルールを見直す

● ネットワーク効果の最大化：利用者数が自然に増える仕組みを多数構築

46

実践的アプローチのまとめ



更なる社会変革に向けて
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2026年度成果獲得を目指し、研究開発中
LocationMindはビジネスプロデューサーとして参加

観光領域における更なる位置情報データ活用



防災・減災・復興対策における位置情報データ活用

能登半島の人口流出について、住民票ベースの値⇔人流データによる推定居住者数を比較

49

◼ 2025年1月5日付けの「NHKニュース7」

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250105/k10014685211000.html

◼ 2025年1月11日(土)17：30～ TBS「報道特集」
https://www.tbs.co.jp/houtoku/

県公表データ（住民票ベース） LM分析結果（NTTドコモGPSデータ）

「LocationMind xPop」データは、NTTドコモが提供するアプリケーションの利用者より、許諾を得た上で送信される携帯電話の位置情報を、NTTドコモが総体的かつ統計的に加工を行ったデータ。位置情報は最短5分毎に測位されるGPSデータ（緯度経度情報）であり、個人を特定する情報は含まれない。

LocationMind xPop © LocationMind Inc.

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250105/k10014685211000.html
https://www.tbs.co.jp/houtoku/


地域交通における位置情報データ活用

※神姫バスホームページより
https://www.shinkibus.co.jp/sysfiles/wtn/1541/202207011400.pdf 

潜在需要の把握による既存路線の最適化で、バス利用者最大1.5倍に

▲特定地点とそこにつながる人流の多い地域の上位400位まで絞り込み表示した場合（OD量）

神戸空港

ポートア
イランド

三宮

バス業界の課題

運転手不足や経験や勘に頼るデジタル
化・データ活用の遅れ

解決への取り組み

検証結果と実際の最適化例

モバイルGPSデータを活用し、人の時間
帯別移動量や移動先・移動元を可視化

三宮と神戸空港へと続くポートアイラン
ドを結ぶ路線で検証

(１) ダイヤ改正
想定していた18時ではなく、17時半頃に
利用ピークを確認

全体の運行本数を維持しつつ、ピーク
時に合わせて増便

(２)路線延伸
バス路線から最寄りの駅までの長距離移動
需要を確認

路線の延伸により利便性を向上

LocationMind xPop © LocationMind Inc.

xPop for Bus Operation Management

50
「LocationMind xPop」データは、NTTドコモが提供するアプリケーションの利用者より、許諾を得た上で送信される携帯電話の位置情報を、NTTドコモが総体的かつ統計的に加工を行ったデータ。位置情報は最短5分毎に測位されるGPSデータ（緯度経度情報）であり、個人を特定する情報は含まれない。



「交通空白」解消に向けた人流指標の開発検討

外出率×
平均トリップ数

公共交通空白地域
トリップ数

街の賑わい

公共交通整備地域
トリップ数

人口減少

高齢化

危険運転
事故

健康寿命

生活維持

公共交通空白地
路線撤廃

↓↓

↓

↑ ↑

↑

↓

↓

↓

高齢者
マイカー保有率

市税負担額／人
、輸送人員／便

↑

↓↑

↑

＜公共交通利用＞

＜自動車利用＞

交通政策課

高齢者福祉課

健康促進課

都市整備課
・商工観光課
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バランスが適正かをモニタリング、オープンデータ化、成功事例共有・蓄積

交通安全課
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無料で使える位置情報分析ツールの公開
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無料で使える位置情報分析ツールの公開

「LocationMind xPop」データは、NTTドコモが提供するアプリケーションの利用者より、許諾を得た上で送信される携帯電話の位置情報を、NTTドコモが総体的かつ統計的に加工を行ったデータ。位置情報は最短5分毎に測位されるGPSデータ（緯度経度情報）であり、個人を特定する情報は含まれない。
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無料で使える位置情報分析ツールの公開

1. エリア全体のの移動・滞留場所を発地別（市内/市外/県外）に把握する

RESAS>マーケティングマップ>通過人口メッシュ分析（又は滞留人口メッシュ分析）

「LocationMind xPop」データは、NTTドコモが提供するアプリケーションの利用者より、許諾を得た上で送信される携帯電話の位置情報を、NTTドコモが総体的かつ統計的に加工を行ったデータ。位置情報は最短5分毎に測位されるGPSデータ（緯度経度情報）であり、個人を特定する情報は含まれない。
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無料で使える位置情報分析ツールの公開

2. 特定メッシュにおける移動・滞留者の属性や行動傾向を把握する

RESAS>マーケティングマップ>通過人口メッシュ分析（又は滞留人口メッシュ分析）

「LocationMind xPop」データは、NTTドコモが提供するアプリケーションの利用者より、許諾を得た上で送信される携帯電話の位置情報を、NTTドコモが総体的かつ統計的に加工を行ったデータ。位置情報は最短5分毎に測位されるGPSデータ（緯度経度情報）であり、個人を特定する情報は含まれない。
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無料で使える位置情報分析ツールの公開

3. エリア全体の滞留人口メッシュと全国各地の観光地情報との重ね合わせ

RESAS>観光マップ>観光地分析

「LocationMind xPop」データは、NTTドコモが提供するアプリケーションの利用者より、許諾を得た上で送信される携帯電話の位置情報を、NTTドコモが総体的かつ統計的に加工を行ったデータ。位置情報は最短5分毎に測位されるGPSデータ（緯度経度情報）であり、個人を特定する情報は含まれない。



ご清聴ありがとうございました
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おわりに

よろしければ、ご連絡先の交換をお願いします

LocationMind株式会社
Head of Market Development

酒井 幸輝 / Sakai Koki

E-mail: ko_sakai@locationmind.com
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